
特定非営利活動法人ＯｎＰａｌ

入院している子どもに
音楽授業とコンサートを届ける活動



事業の概要

１．実施内容
病気で長期入院している小・中学生等を対象に、音楽授業とコンサート
を実施。

２．実施回数
①音楽授業・・・５回

九州大学病院 ：２回 １１月６日、２月１９日
福岡市立こども病院 ：２回 １０月２３日 ２月２１日
南福岡特別支援学校 ：１回 ２月１８日

②コンサート・・４回
福岡市立こども病院 ：２回 ８月５日、１２月２５日
福岡大学病院 ：２回 ８月６日、１２月２４日

４．参加人数
①音楽授業・・・・・・９３人

九州大学病院 ：１２人、１１人
福岡市立こども病院 ：１３人、７人
南福岡特別支援学校 ：５０人

②コンサート・・・・３４３人
福岡市立こども病院 ：７０人、６０人
福岡大学病院 ：３０人、２３人



２学期の音楽授業：テーマ「作曲」
小学生チームと中学生チームで取り組み、面白い曲を作ることができた。
後日、とても楽しく勉強になったという感想文を頂いた。

３学期の音楽授業：テーマ「オーボエ」
楽器クイズで二枚リードの楽器のことを教えて、手づくりのストローオーボエで
音の出し方を体験してもらった。

南福岡特別支援学校の音楽授業
特別支援学校の活動は、ＯｎＰａｌでは初めての取り組みだった。
１、５年生グループ、２，３年生グループの２回実施。
重症心身障害児たちは、先生方も驚くほど素晴らしい反応を示して、特別支援
学校における音楽授業の効果と可能性を確認することができた。
後日、各学年からすばらしい感謝の絵カードが届けられた。

事業の成果：音楽授業



南福岡特別支援学校の音楽授業



南福岡特別支援学校の生徒から贈られた絵カード



事業の成果：コンサート

サマーコンサート、クリスマスコンサ
ートは各２回を福岡大学病院とこど
も病院で実施

会場の子ども達に演奏に参加して
もらったり、手づくりの雪の結晶を降
らせたり、サンタクロースが手づくり
のミニサンタのオブジェをプレゼント
したりという演出に、コンサートが終
わっても病室に帰ろうとしない子ど
ももいて、満足度の高さを伺うこと
ができた

12/25日の西日本新聞の朝刊にコ

ンサートの様子が大きく紹介された
ことで、賛助会員の募集にも効果が
あった。



事業の成果：ニュースレター



今年度は、他の補助金なども含めて、九州大学病院、福岡市立こども病
院、福岡大学病院、佐賀大学病院、熊本大学病院など３県１１箇所の病院
で活動を行うことができた。

しかし、活動資金が不足しており、現在の活動を継続するためには、賛助
会員の募集など、基盤の強化が喫緊の課題となっている。

そこで、ニュースレターの発行やマスコミへの働きかけなど積極的に取り組
んだが、まだまだ成果は限られている。

８月に損保ジャパン日本興亜福祉財団のＮＰＯ基盤強化資金助成を活用
して、チャリティコンサートの開催を予定している。
日 時：２０２０年８月１０日 １５時開演（中止）
会 場：福岡市市民福祉プラザ“ふくふくホール”
プログラム：音楽で笑顔に・・・子ども達への贈り物

今後も引き続き、病気の子ども達に質の高いプログラムを届けながら、事
業の継続・発展のため、あらゆる広報手段を活用して、賛助会員の増加や
依頼コンサート等の収益事業の獲得に努力していきたいと考えている。
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